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本仕様書は、30店舗が定期的に利用する業務用米の発注・発送・月次請求を、運用停止リスクを抑えながら一元管理するための実装基準を定める。
	UPDATE
	今回の改訂範囲
契約状態のシステム管理を廃止し、発送日基準の変更・取消期限表示、店舗発送先に紐づくメール宛先、メール到達状況、発送準備中／発送済みの2状態、店舗専用リンク、複数商品対応、発送済み注文だけの請求集計へ改めた。





SECTION 00
改訂要約・仕様の前提
今回確定した運用判断を、実装で解釈が分かれない形に整理する。
	項目
	確定仕様
	実装上の扱い

	発注者
	リンクを知る30店舗の担当者
	店舗ごとの専用トークンで店舗・発送先を自動判定

	商品
	当初は業務用米1商品
	商品マスターは複数商品・商品画像に対応

	通知先
	店舗発送先情報に紐づける
	申込画面でメールアドレスを入力・変更させない

	メール確認
	届いたかを宛先別に把握
	到達・未達・確認中を配信イベントで記録

	契約状態
	通常時はシステム化しない
	契約状態・承諾ワークフロー・みなし承諾バッチを持たない

	期限表示
	発送日を基準に契約書どおり表示
	日数・時刻は管理値。例：発送日の2営業日前17:00

	発送状態
	発送準備中／発送済み
	2状態のみ。発送済み日時と更新者を記録

	取消
	注文者のメール連絡後、管理者が実行
	発注書画面から注文データを削除し、発送・請求から除外

	請求
	発送したものを月次で一括請求
	発送済みだけを当月末締めで本部1か所へ集計

	サーバー
	さくらインターネットを利用
	本番・バックアップ・監視手順を固定



	NOTE
	期限設定は契約書を正とする
「発送日の2営業日前17:00」は画面・仕様上の表示例であり、正式な日数、営業日の定義、締切時刻、期限超過時の扱いは締結済み契約書の文言に合わせて確定する。








SECTION 01
目的・適用範囲
止まらない定期発注と、月次請求までの正確なデータ連携を目的とする。
1.1 目的
30店舗の担当者が、住所やメールアドレスを毎回入力せずに発注できること。
管理者が発送可能日を追加・削減し、注文者が公開中の発送日から選べること。
発注保存後の確認メールについて、店舗発送先に紐づく宛先ごとの到達状況を把握できること。
発送準備中／発送済みの2状態で運用し、発送済み注文だけを当月請求へ集計すること。
WordPressや外部サービスの仕様変更・一時障害が発生しても、注文の正本を失わないこと。
1.2 対象範囲
	区分
	対象
	補足

	店舗向け
	専用リンク、商品・箱数・発送希望日、確認、完了、メール結果
	店舗・住所・宛先は自動設定

	管理者向け
	発注、発送日、商品、店舗、メール、月次請求、出力
	契約状態画面は設けない

	連携
	Googleスプレッドシート、Excel/CSV、メール配信
	WordPress保存後に非同期処理

	帳票
	請求書、店舗別商品別明細、領収証
	請求は本部1か所、領収証は入金後

	運用基盤
	さくらインターネット、バックアップ、監視
	本番変更は承認・検証後に実施



1.3 対象外
不特定多数向けの会員登録、公開EC、オンライン決済。
配送会社の送り状発行や配送追跡そのもの（将来連携候補）。
契約解釈・法的判断の自動化。画面表示は確定済み契約書の設定値を参照する。

SECTION 02
システム構成・責任分界
WordPressを注文の正本とし、メール・表計算連携を後続処理として分離する。
	層
	構成要素
	責任

	利用者層
	店舗担当者／本部・発送管理者
	専用リンクから発注、管理画面で発送・請求

	Web層
	WordPress＋専用プラグイン／テーマ
	入力検証、認可、画面、注文保存、PDF生成

	データ層
	MySQL（さくらインターネット）
	注文・店舗・商品・発送日・送信結果の正本

	非同期処理
	WordPress CronまたはサーバーCron
	メール送信、到達イベント反映、外部連携再送

	外部連携
	Google Sheets API／Excel・CSV
	閲覧・集計・バックアップ用の複製

	メール
	到達イベントを返せる配信基盤
	宛先別送信、delivered／bounce等のWebhook

	運用基盤
	さくらインターネット
	SSL、バックアップ、監視、アクセス制御



	FLOW
	保存順序
1) WordPress DBへ注文をトランザクション保存 → 2) 受付完了表示 → 3) メール・Google Sheetsをキュー処理。外部連携に失敗しても注文保存を取り消さず、管理画面から再送できるようにする。



2.1 役割と権限
	役割
	許可する操作
	禁止する操作

	店舗担当者
	専用リンク先の店舗として発注、発注内容確認
	店舗・発送先・メール宛先の変更、管理画面閲覧

	受注管理者
	発注閲覧、取消、発送状態変更、メール再送
	システム設定・管理者追加

	商品・店舗管理者
	商品、店舗、発送先、宛先、専用リンクの管理
	サーバー設定の変更

	請求管理者
	発送済み集計、請求書、入金、領収証
	発送準備中・取消済みの請求計上

	システム管理者
	全設定、ログ、バックアップ、障害対応
	共用アカウント運用



SECTION 03
店舗専用リンク・店舗マスター
店舗を入力させず、リンク自体から店舗・発送先・メール宛先を安全に特定する。
3.1 店舗専用リンク
各店舗に推測困難なランダムトークンを1つ発行し、店舗管理ページで表示・コピー・再発行・無効化する。
URL例は /order/s/{random-token} とし、連番店舗IDや店舗名をURLへ露出しない。
リンクからアクセスすると店舗名、発送先住所、メール宛先をサーバー側で解決する。ブラウザーから送られた店舗IDを信頼しない。
トークン再発行時は旧リンクを即時無効化する。休止店舗のリンクは受付不可とする。
検索エンジンに掲載されないよう noindex、robots制御、サイトマップ除外を行う。
3.2 店舗・発送先情報
	項目
	必須
	用途・制約

	店舗コード／店舗名
	必須
	30店舗の識別。店舗コードは重複不可

	郵便番号／住所
	必須
	商品発送先。注文時点の表示にも使用

	担当者名／電話番号
	任意
	配送時・異常時の連絡

	確認メール宛先
	1件以上
	店舗発送先に紐づく。複数登録、個別送信

	専用リンクトークン
	必須
	ハッシュ保存、管理画面では再表示または再発行

	利用状態
	必須
	有効／休止。休止時は発注不可



	RULE
	通知先の入力場所
メール宛先は店舗管理の「店舗発送先情報」でのみ追加・削除する。店舗発注フォームにはメール入力欄を置かず、現在の登録宛先を読み取り専用で表示する。




SECTION 04
商品・発送日マスター
当初の商品は1点だが、データ構造と画面は複数商品へ拡張可能にする。
4.1 商品マスター
	[image: ]
	業務用米  /  RICE-001
発注単位：1箱 24kg
内訳：3kg袋 × 8袋
初期状態：申込画面に表示
画像：管理画面で差し替え可能



	商品項目
	型・制約
	説明

	商品コード
	文字列・一意
	帳票・連携で不変の識別子

	商品名
	文字列・必須
	例：業務用米

	商品画像
	JPEG/PNG/WebP
	申込画面と管理画面に表示。代替テキスト必須

	発注単位
	数値＋単位
	例：1箱24kg

	荷姿内訳
	文字列
	例：3kg袋×8袋

	単価・税区分
	数値・履歴管理
	請求時は注文時点のスナップショットを使用

	表示状態
	有効／非表示
	過去注文を壊さず新規受付だけ停止




SECTION 04-2
発送日設定
従来の「営業日設定」ではなく、注文者が選ぶ発送日と休業日を管理する。
	設定項目
	値
	表示・処理

	日付区分
	発送日／休業日
	発送日だけを申込フォームの候補にする

	公開状態
	公開／非公開
	公開中の発送日だけを店舗へ表示

	受付上限
	箱数または注文数
	任意。上限到達時は選択不可

	変更・取消期限
	発送日基準のルール
	契約書設定から日付・時刻を計算して表示

	管理権限
	管理者のみ
	注文者は日付の追加・変更不可



4.2 発送日選択ルール
1.  管理者が発送日を登録し、申込フォームへの公開をオンにする。
2.  注文者は公開中かつ受付可能な発送日から1日を選ぶ。休業日は表示しない。
3.  締切後または上限到達後は新規選択を停止する。既存注文の日付表示は維持する。
4.  管理者が発送日を減らす際、既存注文がある日付は単純削除せず、対象注文の扱いを確認してから非公開化する。
	NOTE
	請求書の「翌月4営業日以内」との関係
管理画面の名称は「発送日設定」とする。請求書必着期限の営業日計算は契約ルールとして別ロジックで保持し、店舗向け発送日選択画面には露出させない。




SECTION 05
店舗発注フロー
専用リンクから最小入力で申し込み、保存とメール結果を明確に分けて表示する。
	段階
	画面・処理
	必須要件

	1. 専用リンク
	店舗の自動判定
	店舗名・住所・宛先を表示し、編集させない

	2. 入力
	商品、箱数、発送希望日、備考
	箱数は1以上。発送日は管理者公開分のみ

	3. 期限表示
	変更・取消連絡期限
	発送日から計算した具体的な日付・時刻を表示

	4. 確認
	発注内容の最終確認
	店舗、発送先、重量換算、宛先件数も表示

	5. 保存
	WordPress DBへ注文登録
	重複送信防止キーを付与し、完了前に正本保存

	6. 完了
	発注書番号と受付結果
	保存成功とメール到達状況を別々に表示

	7. 後続処理
	メール・Sheets連携
	非同期。失敗時は管理画面で再送



5.1 入力項目
	項目
	入力者
	検証

	店舗・発送先
	システム自動設定
	専用リンクに紐づく有効店舗であること

	商品
	注文者選択
	有効商品のみ。初期は業務用米1点

	箱数
	注文者入力
	整数、1以上、管理上限以下

	発送希望日
	注文者選択
	公開中の発送日で締切前

	メール宛先
	システム自動設定
	店舗発送先情報の有効宛先をスナップショット保存

	備考
	注文者入力
	任意、最大200文字、危険なHTMLは除去



	SAFE
	重複注文を防ぐ
注文ボタン押下時に一意の冪等性キーを送り、同じキーの再送信は既存の発注書番号を返す。二重クリック、画面再読込、通信再試行による二重登録を防止する。




SECTION 06
確認メール・到達状況
店舗発送先情報の宛先へ個別送信し、宛先ごとの結果をそのまま確認できるようにする。
6.1 宛先と送信方法
送信先は注文時点の店舗発送先情報に登録されている有効なメールアドレスとする。
複数宛先には1通ずつ個別送信し、他の宛先をTo/Ccで開示しない。
注文保存後にキューへ登録し、送信失敗で注文受付自体を失敗扱いにしない。
件名と本文に発注書番号、店舗、商品、箱数、発送希望日、変更・取消期限、連絡方法を記載する。
発送者など店舗以外の固定宛先が必要な場合も、該当する発送先・商品マスター側の設定として管理する。
6.2 到達ステータス
	表示
	配信イベント例
	管理画面の動作

	確認中
	accepted / queued / sent
	到達イベント待ち。一定時間経過で警告

	到達済み
	delivered
	宛先メールサーバー受領を確認

	一部未達
	bounce / rejected / blocked
	未達宛先を明示し、対象だけ再送可能

	送信失敗
	API error / timeout
	自動再試行後も失敗なら管理者へ通知



	LIMIT
	「届いた」の技術上の意味
到達済みは配信サービスから delivered を受信した状態（受信側メールサーバーへの到達）を示す。迷惑メール振り分け、受信者本人の閲覧、内容確認までは保証できない。開封追跡は精度・プライバシー上の課題があるため標準要件に含めない。



6.3 再送と監視
失敗は指数バックオフで自動再試行し、上限到達後は管理画面で「要確認」とする。
再送は未達または失敗した宛先だけを対象とし、到達済み宛先への重複送信を避ける。
Webhook署名を検証し、発注書番号・メッセージID・宛先を照合して状態を更新する。

SECTION 07
変更・取消
注文者のメール連絡を起点に、管理者が発注書ページから取消を確定する。
7.1 期限の表示
入力画面、確認画面、完了画面、確認メール、発注書詳細に同じ期限を具体的な日付・時刻で表示する。
期限は発送希望日と契約書設定から計算する。表示例：発送日の2営業日前17:00。
正式な日数、営業日の定義、締切時刻は契約書確定後に管理値として固定する。
契約状態や承諾状態は持たず、通常運用は期限文言とメール連絡で行う。
7.2 取消フロー
1.  注文者が確認メールへ返信する等の方法で取消希望を連絡する。
2.  管理者が発注書番号、店舗、発送日、期限、発送状況を確認する。
3.  発注書詳細の「この発注を取り消す」を押し、確認ダイアログで確定する。
4.  システムは注文ヘッダー、注文明細、当該注文のメール送信データを1トランザクションで削除する。
5.  発送一覧、Google Sheetsの有効データ、Excel出力、当月請求集計から除外する。
6.  操作ログには取消実行者・日時・対象番号のみを残し、注文内容は保持しない。
	WARN
	発送済み注文の取消
発送済みデータは既に請求対象に含まれるため、取消ボタンを無条件に許可しない。返品・値引・請求訂正などの別業務として権限者が処理する。運用ルールは契約・経理方針に合わせて確定する。



7.3 削除整合性
	対象
	取消時の処理

	注文・注文明細
	物理削除。部分取消は初期範囲外

	発送一覧
	対象注文を即時除外

	請求集計
	未確定請求から即時除外。確定済み請求は訂正フロー

	Google Sheets
	行削除または取消同期。再同期で復活しないこと

	メール履歴
	対象注文に紐づく配信データを削除

	バックアップ
	所定の世代管理期間を経て失効




SECTION 08
発送管理
業務上必要な状態を2つに限定し、請求移行条件を明確にする。
	状態
	意味
	許可する操作
	請求

	発送準備中
	受付済み・未発送
	内容確認、メール再送、期限内取消、発送済みへ更新
	対象外

	発送済み
	商品を発送済み
	発送日時確認、必要に応じた訂正申請
	対象



8.1 状態更新
新規注文は「発送準備中」で登録する。
管理者が発送実績を確認後に「発送済み」へ更新し、更新日時と更新者を記録する。
一括更新を提供する場合、対象件数・発送日・店舗を確認してから確定する。
ステータスは「未手配」「契約待ち」等を増やさず、業務上の例外は備考・運用連絡で扱う。
8.2 発送一覧
	表示列
	説明

	発注書番号・受付日時
	注文を一意に識別

	店舗・発送先
	専用リンクで確定した発送先スナップショット

	商品・箱数・重量
	商品明細と換算結果

	発送希望日
	管理者設定から注文者が選択した日

	変更・取消期限
	契約設定に基づく具体日付・時刻

	メール到達状況
	到達済み／一部未達／確認中

	発送状態
	発送準備中／発送済み




SECTION 09
月次請求・領収証
発送済みの全店舗注文を当月末で締め、本部1か所へ請求する。
	項目
	契約・運用条件
	システム処理

	締め日
	当月末日締め
	発送済み日時が当月内の注文を集計

	請求対象
	実際に発送したもの
	発送済みのみ。取消・発送準備中は除外

	請求先
	チェーン本部1か所
	30店舗分を一括請求、店舗別・商品別明細を添付

	請求書必着
	翌月4営業日内
	必着期限を表示し、発行・送付状況を管理

	支払期限
	請求書到着月の末日
	到着確認日から当月末日を表示

	支払方法
	指定金融機関口座への振込
	請求書へ登録口座を出力

	領収証
	入金後に発行
	入金登録後に月次一括領収証を生成



9.1 請求確定の検証
請求集計時に発送準備中または取消済みの注文が0件であることを機械的に検証する。
商品名、単価、税率は注文時点のスナップショットを使用し、後日の商品マスター変更に影響されない。
確定前に店舗別・商品別・箱数・重量・金額をプレビューし、請求担当者が確認する。
確定済み請求の変更は再発行・訂正履歴を残し、同じ請求番号を上書きしない。
9.2 帳票
	帳票
	主な内容
	形式

	請求書
	請求先、請求番号、締め日、金額、税、支払期限、振込先
	PDF

	請求明細
	店舗別・商品別・発送日別の箱数、重量、金額
	PDF／Excel

	領収証
	入金日、金額、但し書き、発行番号
	PDF




SECTION 10
データモデル
複数商品、店舗別宛先、宛先別到達状況、発送済み請求を無理なく扱う。
	テーブル
	主な項目
	備考

	stores
	id, code, name, status
	30店舗の基本情報

	store_destinations
	store_id, postal_code, address, contact
	店舗発送先。初期は各店舗1件

	destination_emails
	destination_id, email, active
	発送先に紐づく複数宛先

	store_tokens
	store_id, token_hash, status, rotated_at
	店舗専用リンク。平文トークンをDB表示しない

	products
	code, name, image_id, unit, weight, pack, active
	複数商品対応

	shipping_dates
	date, kind, published, capacity, deadline_rule
	発送日／休業日、公開状態

	orders
	order_no, store_id, destination_snapshot, ship_date, shipping_status
	店舗・住所・期限を注文時点で保存

	order_items
	order_id, product_id, product_snapshot, boxes, unit_price, tax
	将来の複数商品に対応

	email_deliveries
	order_id, recipient, message_id, status, event_at
	宛先別の到達状況

	invoices
	invoice_no, period, billing_account_id, total, status
	本部1か所への月次請求

	invoice_lines
	invoice_id, order_id, store_id, product_id, qty, amount
	発送済み注文のみ

	receipts
	receipt_no, invoice_id, paid_at, amount
	入金後発行



	DATA
	注文時スナップショット
店舗住所、商品名・荷姿・単価・税率、メール宛先、期限表示は注文時点の値を保存する。マスターを後から変更しても既存の発注書・請求明細が変わらないようにする。



10.1 主な制約
order_no、store.code、products.code は一意。
orders.shipping_status は preparing / shipped の2値。
shipping_dates.kind は shipping / closed の2値。
invoice_lines.order_id は発送済み注文だけを参照できる。
取消処理は関連表を同一トランザクションで削除し、途中状態を残さない。

SECTION 11
外部連携・エラー処理
外部サービスの一時停止や仕様変更が注文受付を止めない構造にする。
11.1 Googleスプレッドシート
WordPress DBを正本とし、Googleスプレッドシートは閲覧・集計用の一方向コピーとする。
注文番号を一意キーにupsertし、再送でも重複行を作らない。
取消時は対象行を削除または「無効」同期し、請求用抽出から確実に除外する。
API認証情報は環境変数または安全な秘密管理に置き、テーマ・公開ファイルへ含めない。
11.2 Excel／CSV
	出力
	列の例
	用途

	注文一覧
	注文番号、店舗、発送先、商品、箱数、発送日、発送状態
	日次運用

	発送一覧
	発送日、店舗、住所、商品、箱数、重量
	発送準備

	請求明細
	請求月、店舗、商品、箱数、単価、税、金額
	請求照合

	メール結果
	注文番号、宛先、状態、イベント日時
	未達確認



11.3 障害時の動作
	障害
	注文者への結果
	管理者対応

	メールAPI停止
	注文受付は成功。メール確認中と表示
	自動再試行、復旧後に再送

	Sheets API停止
	注文受付は成功
	再送待ち件数を表示、手動再送

	PDF生成失敗
	注文受付には影響なし
	請求確定を保留し、再生成

	DB保存失敗
	注文未成立として明示
	重複しない再操作を案内、監視通知

	Webhook遅延
	メール確認中
	タイムアウト警告、配信サービス照会




SECTION 12
非機能要件・さくらインターネット
定期発注が止まることを避けるため、変更管理・バックアップ・監視を実装要件に含める。
	分類
	要件

	可用性
	営業時間中の注文受付を優先。外部連携停止時もDB保存を継続する。

	性能
	通常操作の画面応答3秒以内を目標。30店舗規模の月次集計を60秒以内。

	バックアップ
	DB日次自動、ファイル日次。世代保持と月1回の復元テスト。

	監視
	HTTP死活、DB接続、Cron停止、メール未達増加、連携滞留を監視。

	変更管理
	WordPress本体・PHP・プラグイン更新は検証環境で確認後に本番反映。自動更新範囲を限定。

	ログ
	認証、設定変更、発送状態変更、取消実行、請求確定、連携エラーを記録。

	セキュリティ
	常時SSL、管理画面2要素認証、最小権限、WAF、秘密情報の公開領域外管理。

	ブラウザー
	最新のChrome／Edge／Safari。スマートフォンでも店舗発注が可能。

	アクセシビリティ
	ラベル、キーボード操作、色だけに依存しない状態表示、画像代替テキスト。



12.1 さくらインターネット利用条件
WordPressとデータベースをさくらインターネット上に構築し、対応PHP・MySQLバージョンを事前確認する。
サーバーCronが利用可能な場合はWordPress疑似Cronより優先し、メール・連携キューを安定実行する。
バックアップは同一サーバー内だけで完結させず、別保管先または提供バックアップ機能を組み合わせる。
ステージング環境を分け、更新前後の発注、メール、取消、発送、請求の回帰試験を行う。
契約プランのディスク容量、Cron、外向き通信、SSL、WAF、メール送信制限を実装前に確認する。
	RISK
	勝手な仕様変更への対策
WordPress本体・PHP・プラグイン・メールAPI・Google APIのバージョンと更新手順を台帳化し、無検証の自動更新を避ける。更新失敗時に直前版へ戻せるバックアップと手順書を用意する。




SECTION 13
セキュリティ・運用
専用リンクの利便性を保ちながら、誤送信・漏えい・不正操作を抑える。
13.1 セキュリティ要件
店舗専用トークンは128bit以上の推測困難な値とし、ログへ完全なURLを記録しない。
管理画面はWordPress管理者認証とは別に権限を明示し、2要素認証とログイン試行制限を適用する。
CSRF対策、入力サニタイズ、出力エスケープ、SQLプリペアドステートメントを徹底する。
確認メールには他店舗の情報を含めず、複数宛先は個別送信する。
商品画像アップロードはMIME、拡張子、容量、画像実体を検証し、実行ファイルを拒否する。
13.2 日次・月次運用
	頻度
	確認事項
	担当

	日次
	注文件数、メール未達、連携待ち、発送準備中、バックアップ結果
	受注・システム管理者

	発送日前
	対象注文、住所、商品、箱数、取消連絡、未達宛先
	発送管理者

	月末
	発送済み件数、取消・準備中除外、店舗別商品別合計
	請求管理者

	翌月4営業日内
	請求書発行・送付・到着確認
	請求管理者

	月次
	復元試験、更新可否、権限棚卸し、ディスク残量
	システム管理者



13.3 監視しきい値例
	監視
	警告条件
	通知

	メール
	未達1件、または確認中が30分超
	管理者メール＋ダッシュボード

	Sheets連携
	再送待ち1件、または15分超
	ダッシュボード

	Cron
	最終成功から15分超
	システム管理者

	バックアップ
	当日分が未生成
	システム管理者

	Web
	連続3回応答失敗
	緊急連絡先




SECTION 14
画面一覧・UI要件
店舗と管理者の操作を分け、状態と次の行動が一目で分かる構成とする。
	画面
	主な要素
	重要要件

	店舗発注／入力
	店舗・発送先、商品写真、箱数、発送日、宛先一覧
	店舗・宛先は編集不可

	店舗発注／確認
	注文内容、換算、発送日、変更・取消期限
	期限を具体日付・時刻で表示

	店舗発注／完了
	発注書番号、受付、宛先別到達状況
	保存成功とメール結果を分離

	ダッシュボード
	注文、発送準備中、発送済み、メール要確認
	契約状態カードを置かない

	発注書一覧・詳細
	発送・メール状態、期限、取消、再送
	取消時に削除範囲を確認表示

	発送日設定
	発送日／休業日、公開、期限、注文数
	管理者のみ変更可能

	商品管理
	写真、商品コード、荷姿、単位、表示
	複数商品追加が可能

	店舗管理
	発送先、メール宛先、専用リンク
	コピー・再発行・無効化

	月次請求
	発送済み集計、請求書、明細、領収証
	準備中・取消を除外

	連携・メール
	DB、Sheets、Excel、到達・再送ログ
	宛先別に結果を表示



14.1 共通UI
発送状態とメール状態は文字＋アイコン＋色で示し、色だけに依存しない。
危険操作（取消、リンク再発行、請求確定）は確認ダイアログを出す。
店舗画面はスマートフォンの片手操作を想定し、主要ボタンを十分な高さにする。
管理画面は検索、絞り込み、Excel出力を提供する。
契約状態・承諾期限の管理UIは設置しない。契約書由来の変更・取消期限文言のみ表示する。

SECTION 15
受入試験
本番公開前に、通常・例外・障害時の業務継続を確認する。
	ID
	試験
	期待結果

	A-01
	月寒店専用リンクを開く
	月寒店・発送先・登録宛先が自動表示され、変更不可

	A-02
	有効な発送日を選び4箱注文
	96kg・32袋へ換算され、注文が1件だけ保存

	A-03
	休業日または非公開日
	申込画面の選択肢に表示されない

	A-04
	注文完了
	登録宛先すべてに個別送信し、宛先別状態を表示

	A-05
	1宛先を強制バウンス
	一部未達となり、未達宛先だけ再送可能

	A-06
	メールAPI停止中に注文
	注文保存は成功し、メールは再送待ち

	A-07
	Google API停止中に注文
	注文保存は成功し、再同期後に重複なし

	A-08
	発送準備中から発送済みに変更
	更新日時を記録し、当月請求対象に入る

	A-09
	期限内の取消連絡を管理者処理
	注文・明細・メールデータを削除し、発送・請求から消える

	A-10
	月次請求プレビュー
	発送済みのみ集計し、30店舗を本部1か所へ請求

	A-11
	商品を2点目追加
	既存注文を変えず、新規申込で商品選択可能

	A-12
	店舗リンクを再発行
	旧リンクが無効、新リンクで店舗が正しく自動設定

	A-13
	同じ注文を二重送信
	冪等性キーで注文は1件のみ

	A-14
	バックアップから復元
	注文・店舗・商品・発送日・請求が整合して復元



15.1 公開判定
重大度Highの不具合が0件であること。
A-01〜A-14がすべて合格し、メール・Sheets障害時の再送を確認済みであること。
さくらインターネット上の本番同等環境で負荷・バックアップ・復元を確認済みであること。
運用担当者が取消、発送更新、未達再送、請求確定の手順を実施できること。

SECTION 16
確定待ちパラメータ・納品物
実装前に契約書と業務担当者から確定すべき値を明示する。
	No.
	確定項目
	現在の表示例／選択肢
	確定担当

	1
	変更・取消の連絡期限
	発送日の2営業日前 17:00
	契約・業務担当

	2
	「営業日」の定義
	土日祝を除く／独自休業日を含む
	契約・業務担当

	3
	期限超過後の扱い
	原則取消不可／個別協議
	契約・業務担当

	4
	発送済み後の返品・訂正
	別業務フロー
	物流・経理担当

	5
	請求書の送付・必着確認方法
	メール、郵送、受領確認
	経理担当

	6
	メール配信基盤
	delivered／bounce Webhook対応
	システム担当

	7
	バックアップ保持世代
	日次30世代＋月次12世代等
	システム担当



16.1 納品物
	成果物
	内容

	WordPress実装
	店舗発注、管理画面、DB、権限、帳票、連携、メール到達管理

	環境設定書
	さくらインターネット、PHP/MySQL、Cron、SSL、WAF、秘密情報

	運用手順書
	店舗・商品・発送日、取消、発送更新、再送、請求、領収証

	障害対応手順書
	メール／Sheets／DB／Cron／バックアップ異常の切り分けと復旧

	試験結果
	受入試験A-01〜A-14、復元試験、ブラウザー確認

	UI画面集
	店舗3画面と管理7画面の画像化PDF



	READY
	実装開始条件
確定待ちパラメータのうち No.1〜3 とメール配信基盤を確定し、本仕様書の受入試験と合わせて発注者・受注者が合意した後に実装へ進む。



16.2 改訂履歴
	版
	日付
	改訂内容

	v0.1
	2026年9月
	初版：WordPress発注、個別契約、月次請求の基本構想

	v0.2
	2026年9月
	契約条項、商品荷姿、複数宛先、さくらインターネットを追加

	v0.3
	2026年9月19日
	契約状態を除外。店舗発送先連動メール、到達確認、発送2状態、発送日設定、取消削除、発送済み請求へ全面改訂
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